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～大きなまちの、 豊かな森づくり～

みんなでつくる　あしょろの森

　　町の面積は約14万町の面積は約14万ヘクタールヘクタールあり、そのうちおよそ80％にあり、そのうちおよそ80％に
当たる約12万ヘクタールが森林の面積です。当たる約12万ヘクタールが森林の面積です。
　町内にある森林のうち、国が所有する森林は国有林といい、　町内にある森林のうち、国が所有する森林は国有林といい、
国有林以外の森林を民有林といいます。国有林以外の森林を民有林といいます。
　民有林は、個人や法人などが所有する森林が一般的ですが、　民有林は、個人や法人などが所有する森林が一般的ですが、
町が所有する町有林もこの中に含まれます。町が所有する町有林もこの中に含まれます。
　森林はその所有者が育て、活用するものですが、水源のか　森林はその所有者が育て、活用するものですが、水源のか
ん養、土砂災害の抑止、地球温暖化の防止など、森林が有すん養、土砂災害の抑止、地球温暖化の防止など、森林が有す
る公益的機能はその所有者だけでなく全ての人々にその恵みる公益的機能はその所有者だけでなく全ての人々にその恵み
をもたらすことから、本年４月から徴収が始まった森林環境をもたらすことから、本年４月から徴収が始まった森林環境
税を活用し、町では主に民有林の整備とその促進に関する施税を活用し、町では主に民有林の整備とその促進に関する施
策を行っています。策を行っています。

詳細　役場経済課林業振興担当　☎２８－３８６２

林道・林業専用道の整備など

人材育成・担い手の確保

私有林整備

民有林内作業道の新設・維持補修

　森林の手入れや伐採などを目的として大
型車両などが通行する林道や作業道の補修、
維持管理を行っています。
　令和５年度実績　１，６８０万円

　林業従事者の労働安全衛生の確保、待遇
改善のための事業を支援し、労働環境の改
善につなげて新規就業者の確保を推進して
います。
　令和５年度実績　４９９万円

　個人や法人が所有する私有林の苗植えや
下草刈り、除間伐などの森林施業を行う場合、
その費用に対して補助金を支出しています。
　令和５年度実績　１，９２１万円

　森林へ続く作業道の中には、長年使われ
ていなかったなどの理由により壊れて通行
できない道路もあります。そんな作業道を
整備する事業に対し補助金を支出しています。
　令和５年度実績　７２４万円

令和５年度における森林環境譲与税の主な使いみちは、次のとおりです。
※森林環境譲与税の使いみちについては、町ホームページでも掲載しています。

専門員の雇用
　林業行政体制強化のために、林業を専門
として働く林業推進員を雇用しています。
　令和５年度実績　４３１万円
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小学校学習発表会小学校学習発表会

足寄小学校学習発表会 10/17・18足寄小学校学習発表会 10/17・18

大誉地小学校・上利別保育所合同学習発表会 10/19大誉地小学校・上利別保育所合同学習発表会 10/19

小学校学芸会 ・中学校文化祭小学校学芸会 ・中学校文化祭

螺湾小学校・螺湾保育所合同学芸会 10/19螺湾小学校・螺湾保育所合同学芸会 10/19

足寄中学校文化祭 10/ ５足寄中学校文化祭 10/ ５
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写真画像のデータをご希望の方は広報広聴担当まで

ままちちかかどどままちちかかどどまちかど
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交通事故撲滅を目指して

　足寄小学校（大宮秀夫校長）で町内の小学
生を対象に青少年芸術鑑賞会（町教育委員会
主催）が開催され、株式会社日本芸術教育振
興会がプロデュースする「ピエロと恐竜のス
ーパーサーカス」が披露されました。会場は
最後まで大盛り上がりを見せ、参加した児童
は「とっても楽しかった」と感想を話しました。

9/249/24

　足寄高校野球部が第77回秋季北海道高校野
球大会十勝支部予選の１回戦で帯広柏葉高校
と対戦し、先発全員13安打で10－０の６回コ
ールドで勝利しました。
　24日に行われた２回戦では帯広南商業高校
と対戦し、６回までに４－０とリードを広げ
ましたが、７回に７点、８回に２点を奪われ、
４－９で惜しくも敗戦となりました。

健康で長生きするために 9/259/25

新体制で挑む秋

ジャグリングなどを鑑賞9/209/20

　秋の全国交通安全運動の一環として、町と
交通安全協会、交通安全指導員が旗波キャン
ペーンを行い、52人が参加しました。
　渡辺俊一町長は「町民の皆さんに交通安全
を啓発するとともに、自分自身も交通安全に
気を配りながら生活しましょう」と話し、参
加者らは旗や横断幕を手に通行する車両に交
通安全を呼び掛けました。

　健康づくり講演会（町福祉課主催）が町民
センターで開催され、町国民健康保険病院の
乘田一明医長が「胃がん検診はバリウムより
胃カメラの時代」と題して講演し、約１００
人が参加しました。
　講演会参加者は「ぜひ、胃カメラ検査を受
けてみたい」「胃がん検診について分かりや
すかった」と感想を述べました。

9/229/22

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

10/210/2

　町認定こども園どんぐり（富澤亜希子園長）
のらいおん組の園児と上利別、螺湾、芽登保
育所の年長児が合同で、同園内にある畑で収
穫した野菜を使ってカレーライスを作りまし
た。カレーライスは、畑づくりを手伝ってい
ただいたＪＡあしょろ青年部（鳥羽翔太部長）
の皆さんにも振舞われました。園児らは「お
いしかった」などと感想を話しました。

どんぐりお楽しみ会

たくさん食べてお腹いっぱい
9/279/27

9/299/29

　認定こども園どんぐり（富澤亜希子園長）
でパフォーマーのＲＵＩさんがサーカスショー
を行い、認定こども園どんぐりや、へき地保
育所園児らが参加しました。
　また、この日は入園していない０歳から未
就学前の親子を対象にした園開放日も開催さ
れ、７組の家族が園児らと一緒にサーカスシ
ョーを楽しみました。

10/1410/14

大自然を感じる
　阿寒摩周国立公園内にある湖オンネトーを
舞台に「２０２４オンネトー物語」（町、あ
しょろ観光協会、北海道新聞帯広支社主催）
が開催され、町内外から約８００人が訪れま
した。オンネトーの散策路で自然に親しむ自
然ふれあい教室やワークショップ、オンネト
ーコンサートなども行われ、多くの人が楽し
みました。

目指すは自己ベスト！
　第45回町民マラソン大会が陸上競技場で開
催され、幼児から一般まで１２６人が参加し
ました。
　各部門に分かれた選手たちは秋晴れの空の
下で沿道からの声援を背に白熱したレースを
展開しました。
　表彰式では、上位３位に入賞した選手たち
がメダルと賞状を笑顔で受け取りました。
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投票区別投票率 ( 小選挙区）

選挙当日の有権者数 ５，２２３人
男 ２，５６１人
女 ２，６６２人

小選挙区開票結果（受付順）
石川　かおり２，４４０
中川　ゆうこ１，１２７
佐藤　耕平　　　１０６
・有効投票数 ３，６７３
・無効投票数 ６１
・投票者総数 ３，７３４
・不受理 ０
・持ち帰り ０

第50回衆議院議員総選挙第50回衆議院議員総選挙

詳　細　足寄町役場　選挙管理委員会
　　　　☎２５－２１４１

比例代表開票結果（受付順）
日本維新の会 ９０. 000
自由民主党 １，００７. 000
れいわ新選組 １８５. 000
参政党 ５３. 000
安楽死制度を考える会 １８. 000
社会民主党 ４５. 000
公明党 ２８２. 000
日本保守党 ６８. 000
日本共産党 ９２. 000
国民民主党 １８４. 197
立憲民主党 １，５５１. 802

・有効投票数 ３，５７６
・無効投票数 １５７
・投票者総数 ３，７３３
・不受理 ０
・持ち帰り ０

投票区 投票所 投票率

１ 足 寄 町 役 場 75.11％

２ 足 寄 小 学 校 体 育 館 72.38％

３ 旭 町 母 と 子 の 家 60.91％

４ 下 愛 冠 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 62.04％

５ 中 足 寄 集 落 セ ン タ ー 78.65％

６ 螺 湾 寿 の 家 62.75％

７ 上 足 寄 集 落 セ ン タ ー 69.23％

８ 鷲 府 集 会 所 87.62％

９ 上 利 別 基 幹 集 落 セ ン タ ー 76.80％

10 大 誉 地 集 落 セ ン タ ー 71.15％

11 芽 登 集 落 セ ン タ ー 62.80％

12 茂 喜 登 牛 集 落 セ ン タ ー 66.67％

合　　　計 71.49％

福祉課保健推進担当からお知らせ

■助成対象者
　接種日時点で本町に住民票があり、過去に自費（任意接種）を含め23価肺炎球菌ワクチンを一度
も受けたことがない方で、次の①または②に該当する方
①接種日時点で65歳の方
②60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に

障がいのある方（身体障害者手帳１級相当の方）
■接種場所　町内の医療機関※希望する日の１週間前までにご予約ください。
■接種回数　１回
■自己負担額　２，０００円（予防接種費から町助成額６，１８０円を控除した額）
　※生活保護受給者の方は無料です。
■接種期間　令和７年３月31日㈪まで
■持参するもの　健康保険証など住所、年齢が確認できるもの

詳　細　役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１

■対象者　40歳以上の町民の方（昭和60年３月31日以前に生まれた方）
　※令和４年度・令和５年度に助成を受けた方は助成対象外となります。
■受診医療機関　帯広厚生病院・北斗病院
■受診期間　12月～令和７年２月（受診日時は病院により異なります）
■助成対象人数　先着10人（帯広厚生病院２人、北斗病院８人）
■料金　自己負担　町助成額１０， ０００円を控除した金額になります。
　※役場福祉課保健推進担当に申し込み後、受診日時や金額等を記載した案内を送付します。
■実施内容　ＭＲＩ・ＭＲＡ・血液検査・尿検査等
・強力な磁気を利用した検査です。心臓ペースメーカーを使用している方は検査できません。
・体内に金属類が埋め込まれている方や閉所恐怖症の方、脳疾患で治療した方、治療中の方等は検

査できない場合があります。
・40歳以上の国民健康保険加入者は特定健康診査、後期高齢者医療保険加入者は後期高齢者健診も

同日受診可能です。
■申込期間　12月20日㈮まで（先着予定人数に達し次第、締め切ります）

（１）脳ドック助成について

（２）肺炎球菌ワクチン予防接種の一部助成について

　妊娠届出時には妊婦本人のマイナンバーの提示が必要です。
　また、出産応援ギフトの申請のため、受取口座を確認できる書類の写しが必要となります。
■提出時の持ち物
・マイナンバーカード　※マイナンバーカードがない場合は、マイナンバー通知カードと身分証明

書（運転免許証やパスポート等）の持参をお願いします。
・妊婦本人の通帳またはキャッシュカード（母子手帳交付対応時に写しを取ります）
■交付方法

※発行には書類記入や体調確認、申請等で１時間程度かかります。
担当者が不在の場合もありますので、お手数ですが、事前に母子手帳を取りに来られる日時を
必ず予約してください。

※やむを得ない理由により代理人の方が届け出される場合は、妊婦本人のマイナンバーの提示、
代理人の身元確認および委任状の提出が必要です。

■場　　所　役場福祉課保健推進担当
■受付時間　平日　午前８時35分～午後５時５分

（３）母子健康手帳の交付について

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

お知らせ

Ashoro

Info
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障害者控除認定について 特設人権相談所を開設します
～12月４日から10日は｢人権週間」です～

詳　細　役場住民課住民生活担当
　　　　☎２８－３８５８

　釧路地方法務局帯広支局と帯広人権擁護委員
協議会では、人権週間に合わせて特設相談所を
次のとおり開設します。人権に関する悩み事や
困り事に関するご相談に、人権擁護委員が応じ
ます。相談は無料、秘密は厳守します。
日時　12月４日㈬　午後１時～３時
場所　町民センター
相談員　足寄町人権擁護委員
申し込み等　申し込み等は不要です

詳　細　役場福祉課福祉担当
　　　　☎２５－２２１６

　身体障害者手帳の交付を受けていない場合で
も、所得税および町道民税の障害者控除を受け
ることができます。
【対象者】
①65歳以上で、身体などに障がいがあると町長
　が認定した方
　※認定までには一定期間必要となります。
②常に就床を必要とし、複雑な介護を要する方
（寝たきりの方）

福祉課保健推進担当からお知らせ

　皆さんは「プライマリ・ケア」という言葉をご存知ですか？プライマリ・ケアとは、普段から近
くにいてどんな病気でもすぐに診てくれ、相談に乗ってくれる医療のことを言います。特定の病気
だけを診る専門医療とは違って、患者を一人の人間として総合的に診療します。
　町内には、町国民健康保険病院とホームケアクリニックあづまの二つの医療機関があり（10月１
日現在）、どちらの医療機関もプライマリ・ケアに対応しています。
　体調が悪いときだけでなく、健康診断の結果が気になるとき・生活習慣病の予防・重症化予防方
法などプライマリ・ケアを上手に利用しましょう。
　町内医療機関には、次の診療科目があります。各医療機関では、プライマリ・ケア、専門科目に
よる診療とともに、必要に応じて専門医療機関へつなぐ「医療連携」を十勝管内で行っています。
　町内の医療機関を利用して、病気の予防から健康づくりに取り組んでみませんか。
■町国民健康保険病院　
　内科・循環器内科・外科・整形外科・眼科・婦人科・もの忘れ外来・消化器外科、肛門科
■ホームケアクリニックあづま
　内科・心療内科・小児科・脳神経外科・循環器内科・禁煙外来・訪問診療

応募種目　看護師２人
応募資格　将来足寄町に看護師として勤務しようとする方
貸付金額　月額10万円以内
申込提出書類
　・申請書
　・在学証明書または入学を証する書類
　・履歴書
　・健康診断書
　・申請者が足寄町以外の地に住所を有するときは住民票の抄本
償還期間　看護師等免許取得後３年以内
償還猶予・償還免除　詳細については町ホームページより確認ください。
申込期限　11月29日㈮
面接　12月予定※日時は別途案内します。

（４）プライマリ・ケアについて

（５）令和７年度足寄町医師等修学資金修学生の募集について

詳　細　役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１

町ホームページ
医師等修学資金

Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

交通規制のお知らせ

足寄町議会が｢議会報告会・町民との意見交換会」を開催します

むすびれっじ｢生活支援長屋」の
利用について

詳　細　役場福祉課高齢者福祉担当
　　　　☎２８－３８５４
　　　　生活支援長屋（むすびれっじ内）
　　　　☎２８－０１１３

　高齢者等が一時的に生活することができる生
活支援長屋を利用してみませんか。
利用対象者
①足寄町にお住いの高齢者、障がいのある方
②病院を退院して自宅に戻る前の方
③家族が家を留守にする場合
④冬期間、通院や買い物に行くことが大変な方
⑤その他、町長が認める方
※生活支援長屋は介護施設ではなく、医療や介

護サービスの提供はありません。

宿泊期間 90泊まで
（円 /泊）

180泊まで
（円 /泊）

181泊以上
（円 /泊）

５月１日～
10月31日 1，505円 2，305円 3，105円

11月１日～
４月30日 1，705円 2，505円 3，305円

詳　細　議会事務局　☎２８－３８７０

除雪車添乗員（会計年度任用職
員）の募集について

　町では、冬期間に除雪車に添乗する職員を募
集しています。降雪の状況によりますが、興味
がある方は、担当までご連絡ください。
業務職種　除雪車添乗員
応募資格　早朝、夜間、土日および祝日も勤務

できる方
募集人数　４人程度
雇用期間　11月22日㈮～令和７年３月31日㈪
勤務時間　１日当たり７時間45分程度
勤務日数　１月当たり４日程度
　　　　　※ 降雪状況による
賃　　金　足寄町の規定に基づく
申込期限　11月15日㈮
応募方法　履歴書（写真添付）を役場建設課車

両室まで提出してください。面接日時は、後
日連絡します。

詳　細　役場建設課車両室道路維持担当
　　　　☎２５－５４２０

　次のとおり、工事を予定しています。工事期間中は、片側交互通行または通行止めとなります。
①山手通配水管敷設替工事
　工事期間：令和７年１月下旬まで

　足寄町議会は、町民の皆さんの声を町政に反映できるよう「我が町の今と未来を語ろう」をテー
マに「議会報告会・意見交換会」を町内４会場で開催します。皆さんの参加をお待ちしています。
日時・場所
①11月19日㈫　午後７時～　芽登集落センター
②11月20日㈬　午後１時～　大誉地集落センター
③11月21日㈭　午後７時～　らわん蕗の里
④11月27日㈬　午後７時～　町民センター

②町道舗装補修（下水道路面復旧）工事
　工事期間：12月下旬まで

足寄足寄
交番交番

中島通
公園
南
５
丁
目
通 南５条通

南川沿通

南川沿通

旭町３丁目２号通旭町３丁目２号通
旭
町
３
丁
目
３
号
通

旭
町
３
丁
目
３
号
通 旭町母と子旭町母と子

の家の家

道の駅道の駅
あしょろ銀河ホール21あしょろ銀河ホール21

證道寺證道寺

山
手
通

山
手
通 南７条通南７条通

詳　細　役場建設課上下水道工務担当　☎２８－３８６８

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info
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■12月２日から保険証等が廃止されます
　12月２日から、保険証や限度額適用・標準負担額減額認定証（以下「減額認定証」）ならびに限
度額適用認定証（この３証を以下「保険証等」）が廃止されます。
　廃止前後で対応が異なりますので、次についてご確認ください。

＜12月１日まで＞
・75歳になる方や障がい認定で加入される方は紙の保険証が発行されます。
・保険証等を紛失したときや、汚れたときは再発行しますので、担当までお申し出ください。
＜12月２日から＞
・お手元にある「保険証」「限度額適用・標準負担額認定証」「限度額適用認定証」は、記載されて

いる有効期限まで引き続き使用できます。
・新規発行および再発行の場合は、マイナ保険証の有無にかかわらず「資格確認書」を発行します。
・12月２日時点でお手元に保険証がない方には、紙の保険証等は交付されません。
　次の①または②の対応となります。
　①既にマイナンバーカードの保険証利用登録を行っている方の場合、マイナンバーカードを提示

することで医療機関を受診できます。
　②マイナンバーカードの保険証利用登録を行っていない、またはマイナンバーカードを取得して

いない方には、申請いただかなくても「資格確認書」を発行しますので、今までどおり医療機
関を受診できます。

■限度額適用認定証と減額認定証の廃止に伴う変更点について
　保険証廃止と併せて、限度額適用認定証と減額認定証も廃止になるため、今後発行されません。
　有資格者は申請により、任意で「資格確認書」に負担区分を併記することができ、マイナ保険証
をお持ちの方は、マイナポータルで負担区分の確認ができます。

　厚生労働大臣が定める特定疾病（人工透析を実施する慢性腎不全など）の方は、マイナ保険証に
て特定疾病の適用が受けられます。また「特定疾病療養受療証」については、引き続き発行します。

■特定疾病療養受療証について

　マイナンバーカードの保険証利用登録解除は役場窓口で受付しています。
■マイナンバーカードの保険証利用登録解除について

◎資格確認書とは
　保険証等廃止後は、原則マイナ保険証での受診となりますが、マイナ保険証未登録の方やカ
ード未発行の方には「資格確認書」を発行します。「資格確認書」を使用して引き続き医療機
関の受診ができます。

　詳　細　役場住民課保険担当　☎２８－３８５７
　　　　　北海道後期高齢者医療広域連合　☎０１１－２９０－５６０１

◎マイナンバーカードを保険証としてご利用ください
　マイナ保険証を医療機関で利用すると、マイナ保険証のみで高額療養費制度や
特定疾病の適用が受けられるほか、過去の受診情報等を提供できるため、より適
切な医療を受けられます。
　また、引っ越し等で変更が生じても、カードを差し替えることなく、最新の資
格情報で医療機関を受診できます。

本
の
将
来
推
計
人
口
（
令
和
５
年
推
計
）」

に
よ
る
と
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
世

代
と
な
る
２
０
２
５
年
以
降
、
２
０
４
０
年

に
死
亡
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
看

取
り
の
必
要
性
は
高
ま
り
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
医
療
・
ケ
ア
が
必
要
と
な

り
、
看
取
り
の
需
要
が
増
加
す
る
中
、
心
理

的
安
全
が
保
た
れ
、
信
頼
で
き
る
人
た
ち
と
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
重
要
な
選
択
を
す
る
た

め
の
対
話
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア

に
つ
い
て
は
、
医
療
従
事
者
か
ら
適
切
な
情

報
提
供
と
説
明
が
な
さ
れ
た
上
で
、
本
人
に

よ
る
意
思
決
定
を
基
本
と
し
て
、
本
人
と
医

療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
が
十
分
な
話
し
合
い
を
行

い
方
針
決
定
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
人
生
の
最
終
段
階
を

迎
え
た
本
人
や
家
族
等
と
医
療
・
ケ
ア
チ
ー

ム
が
、
最
善
の
医
療
・
ケ
ア
を
作
り
上
げ
る

た
め
の
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
「
人

生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
の
決

定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
細

　
役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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11
月
は
「
い
い
看
取
り
・
看
取
ら
れ
の
日
」

「
人
生
会
議
の
日
」
で
す

　
厚
生
労
働
省
は
、
11
月
30
日
（
い
い
看
取

り
・
看
取
ら
れ
）
を
「
人
生
会
議
の
日
」
と

し
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ

ア
に
つ
い
て
考
え
る
日
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
８
年
に
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
愛
称
を
「
人
生
会
議
」

と
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
６
年
が
経
過
し
「
人

生
会
議
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
と
は
？

　
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
命
に
か
か
わ
る
大

き
な
け
が
や
病
気
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

命
の
危
機
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る
と
、
約
70

％
の
人
が
医
療
や
ケ
ア
な
ど
を
自
分
で
決
め

た
り
、
望
み
を
人
に
伝
え
た
り
で
き
な
く
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
『
そ
の
と
き
』

が
来
る
前
に
『
そ
の
と
き
』
に
自
ら
が
望
む

医
療
や
ケ
ア
（
介
護
）
を
受
け
る
た
め
に
、

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や
望
ん
で
い
る
こ
と

を
今
か
ら
考
え
、
あ
な
た
の
周
り
に
い
る
信

頼
で
き
る
人
た
ち
と
話
し
合
い
、
共
有
し
て

お
く
こ
と
を
「
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）」
と

言
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る

た
め
に
「
人
生
会
議
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
「
人
生
会
議
」
は
意
思
決
定
ま
で
の
過
程

が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
意
思
決
定
だ
け
が

目
的
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
住
み
慣
れ
た
わ
が
家
や
地
域
で
最
後
ま

で
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
」「
病
気
や
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り

在
宅
で
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
り
た
い
」

「
も
し
も
の
と
き
は
、
こ
の
よ
う
な
医
療
を

受
け
た
い
」
な
ど
と
願
う
気
持
ち
を
話
し
合

い
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
人
生
会
議
」
を
重
ね
る
こ
と
は
、
あ
な

た
が
自
分
の
気
持
ち
を
話
せ
な
く
な
っ
た
『
そ

の
と
き
』 

に
、
心
の
声
を
伝
え
る
か
け
が
え

の
な
い
も
の
に
な
り
、
あ
な
た
の
大
切
な
人

の
心
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

話
し
合
い
の
仕
方

　
一
度
の
話
し
合
い
で
決
定
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
考
え
方
や
状
況
が
変
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
時
間
を
か
け
て
繰
り
返
し
話

し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
気
持
ち

を
知
る
こ
と
か
ら
。
そ
し
て
素
直
な
気
持
ち

で
話
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

話
し
合
う
前
に
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

・
あ
な
た
の
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
？

・
あ
な
た
は
、
人
生
の
最
期
を
ど
こ
で
過
ご

し
た
い
で
す
か
？

・
あ
な
た
は
、
人
生
の
最
期
に
誰
と
会
っ
て

お
き
た
い
で
す
か
？

・
あ
な
た
は
、
人
生
の
最
期
に
ど
こ
へ
出
掛

け
た
い
で
す
か
？

・
あ
な
た
は
、
人
生
の
最
期
に
ど
ん
な
音
楽

を
聴
き
な
が
ら
過
ご
し
た
い
で
す
か
？

・
あ
な
た
は
、
人
生
の
最
期
に
誰
に
見
守
ら

れ
て
過
ご
し
た
い
で
す
か
？

・
あ
な
た
は
、
延
命
治
療
を
希
望
し
ま
す
か
？

そ
れ
と
も
希
望
し
ま
せ
ん
か
？

信
頼
で
き
る
家
族
や
周
囲
の
人
に
、
あ
な
た

の
思
い
を
伝
え
て
み
ま
し
ょ
う

　
も
し
も
の
と
き
が
、
い
つ
訪
れ
る
か
は
誰

に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
家
族
や
信

頼
で
き
る
人
に
希
望
や
思
い
を
伝
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
信
頼
で
き
る
人
に
「
こ
れ
か
ら
の
人
生
の

時
間
で
何
が
大
切
だ
と
思
う
の
か
」「
ど
う

し
た
ら
自
分
ら
し
く
最
期
ま
で
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
」
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
人
生
を
共
に
振
り
返
る
こ
と
が
大
変
重

要
で
す
。

意
思
の
揺
れ
動
き
に
寄
り
添
う
対
話
支
援

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
日

厚生労働省
「人生会議」

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険証の廃止について～～保険証の廃止について～

※10月１日時点の取り扱いのため、今後変更となる場合があります
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足
寄
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

足
寄
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
別

ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。  

　
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
限
定
せ
ず
「
住
ま

い
に
関
す
る
こ
と
」「
夫

婦
こ
ど
も
の
問
題
」「
相

続
・
遺
言
」「
負
債
の

整
理
」
な
ど
困
り
事
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
同

法
律
事
務
所
の
松
野
貴

紀
弁
護
士
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

開
催
日　
そ
の
都
度
、
日
程
を
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

時　
間　
午
後
１
時
～
４
時

※
一
人
30
分
程
度
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
場
所　
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
受
付　
事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

必
要
事
項
を
確
認
し
ま
す
。

料　
金　
相
談
料
は
無
料
（
業
務
を
委
任
し

た
場
合
は
、
別
途
料
金
が
か
か
り
ま
す
）。

ご
存
じ
で
す
か
？
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

や
障
が
い
に
よ
り
日
常
生
活
の
判
断
に
不
安

が
あ
り
な
が
ら
も
、
在
宅
で
生
活
を
し
て
い

る
方
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
援
助
や
日
常

的
な
生
活
費
の
管
理
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

無
料
法
律
相
談
開
催
の
お
知
ら
せ

詳　
細　
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

（
南
６
❘
２　
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

開
設
時
間

平
日
：
午
前
８
時
35
分
～
午
後
５
時
５
分

　
　
　
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
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こ
ん
な
お
悩
み
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
た
い
が
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

・
公
共
料
金
な
ど
を
払
い
忘
れ
て
し
ま
う
な

ど
日
常
的
な
お
金
の
管
理
が
不
安
。

・
必
要
以
上
に
お
金
を
使
っ
て
し
ま
い
日
常

の
生
活
費
が
足
り
な
い
。
お
金
の
使
い
方

を
誰
か
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
ほ
し
い
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
く
れ
る
の
？

　

具
体
的
な
困
り
事
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、

サ
ー
ビ
ス
の
計
画
を
作
り
ま
す
。
利
用
さ
れ

る
本
人
と
契
約
を
結
ん
だ
後
は
、
こ
の
計
画

に
基
づ
き
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
さ

れ
て
い
る
「
生
活
支
援
員
」
が
本
人
の
元
に

伺
っ
て
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
や
利
用
手
続

き
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

②
日
常
的
金
銭
管
理

　
公
共
料
金
の
支
払
い
や
預
金
か
ら
の
生
活

費
の
払
い
戻
し
な
ど
、
日
常
的
な
お
金
の
管

理
を
し
ま
す
。

③
書
類
等
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

　
定
期
預
金
通
帳
や
年
金
証
書
な
ど
無
く
し

て
は
困
る
書
類
を
銀
行
な
ど
の
貸
金
庫
で
お

預
か
り
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
対
象
者
と
支
援
に
つ
い
て

　
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な

ど
に
よ
り
判
断
能
力
の
低
下
が
み
ら
れ
る
も

本
事
業
の
契
約
内
容
に
つ
い
て
判
断
し
得
る

能
力
が
あ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

支
援
の
例

①
月
１
回
、
自
宅
を
訪
問
し
、
本
人
の
生
活

状
況
や
必
要
な
生
活
費
に
つ
い
て
確
認
し

ま
す
。
ま
た
、
郵
便
物
を
確
認
し
請
求
書

や
必
要
な
支
払
い
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。

②
支
払
い
に
必
要
な
お
金
や
生
活
費
を
金
融

機
関
で
払
い
戻
し
、
通
院
費
な
ど
の
支
払

い
が
あ
れ
ば
病
院
な
ど
で
支
払
い
、
生
活

費
を
本
人
へ
手
渡
し
ま
す
。

③
本
人
か
ら
困
り
事
の
相
談
を
受
け
た
り
、

お
金
の
使
い
方
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
た
り
し
ま
す
。

※
支
援
の
内
容
や
回
数
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
計

画
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

※
本
人
の
希
望
に
よ
り
日
常
的
に
使
っ
て
い

る
通
帳
を
預
か
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
現
在
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
２
人

の
生
活
支
援
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

利
用
料
金
に
つ
い
て

　
１
回
（
１
時
間
程
度
）
の
利
用
で
利
用
料

金
１
２
０
０
円
と
交
通
費
３
０
０
円
を
い
た

だ
き
ま
す
。生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
、

無
料
で
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は
違
う
の
？

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
に

限
定
さ
れ
て
い
る
一
方
、
成
年
後
見
制
度
は

日
常
的
な
金
銭
に
限
ら
ず
全
て
の
財
産
管
理

や
身
上
保
護
に
関
す
る
契
約
行
為
を
支
援
す

る
制
度
で
す
。
本
人
の
判
断
能
力
や
生
活
状

況
、
財
産
の
状
況
な
ど
に
よ
り
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
や
成
年
後
見
制

度
に
関
す
る
こ
と
は
、
町
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
家
族
、
親
戚

な
ど
本
人
以
外
か
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

詳
細

　
消
費
生
活
相
談
所 
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（
南
６

－

２　
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
役
場
住
民
課
住
民
生
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皆
さ
ん
は
自
宅
に
突
然
訪
問
し
て
き
た
事

業
者
か
ら
「
不
用
品
を
売
っ
て
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
た
り
、
事
業
者
か
ら
電
話
で
「
な
ん

で
も
買
い
取
る
の
で
自
宅
を
訪
問
さ
せ
て
ほ

し
い
」
と
勧
誘
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？　

　
事
業
者
が
訪
問
し
て
消
費
者
の
所
有
す
る

物
品
を
査
定
し
て
買
い
取
る
「
訪
問
購
入
」

で
、
思
い
も
か
け
な
い
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
今
回
は
そ

の
手
口
や
注
意
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
：
犯
罪
ま
が
い
の
ト
ラ
ブ
ル
と
は
ど
ん
な

も
の
で
す
か
？

Ａ
：
前
出
の
報
道
発
表

に
よ
る
と
消
費
者
の

善
意
を
悪
用
し
た
行

為
に
つ
い
て
次
の
事

例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

《
相
談
事
例
》

　
購
入
業
者
か
ら
「
不
用
品
を
買
い
取
り
貧

し
い
国
に
寄
附
す
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

何
で
も
買
い
取
る
と
言
わ
れ
た
の
と
、
何
か

人
の
役
に
立
つ
な
ら
と
思
い
、
訪
問
を
了
承

し
た
。

　
男
性
二
人
が
訪
問
し
て
来
た
の
で
自
宅
に

入
れ
、
不
要
な
衣
類
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
数
点
を

数
千
円
で
買
い
取
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
際

業
者
に
「
貴
金
属
を
見
せ
て
ほ
し
い
」
と
言

わ
れ
た
の
で
、
大
切
に
し
て
い
る
ダ
イ
ヤ
付

き
の
金
の
指
輪
を
見
せ
た
が
売
ら
な
か
っ
た
。

後
刻
、
業
者
が
帰
っ
た
後
に
そ
の
指
輪
が
な

い
事
に
気
付
い
た
。業
者
に
盗
ま
れ
た
と
思
う
。

（
２
０
２
４
年
５
月
受
け
付
け
：
年
代
不
明

女
性
）

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
、
追
加
で
査
定
す
る
と
言
わ
れ

て
も
、
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
物
品
以
外
は

見
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
突
然
訪
問
し
て
き
た
購
入
業
者
を
家
に
入

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
購
入
業
者
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
、

安
易
に
訪
問
を
承
諾
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
購
入
業
者
か
ら
勧
誘
を
受
け
て
訪
問
を
承

諾
す
る
場
合
は
、
一
人
で
対
応
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
見
積
も
り
依
頼
に
限
定
す
る
場
合
は
、
見

積
も
り
だ
け
と
し
っ
か
り
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
商
品
を
売
却
す
る
場
合
は
、
事
業
者
が
公

安
委
員
会
に
古
物
商
許
可
届
を
出
し
て
い

る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
訪
問
購
入
に
多
い
商
品
上
位
に
つ
い
て

１
位
・
商
品
一
般
（
商
品
が
数
種
類
だ
っ
た

り
、
勧
誘
前
の
情
報
提
供
な
ど
具
体
的
な

事
案
で
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
）

２
位
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

３
位
・
四
輪
自
動
車

４
位
・
和
服

５
位
・
食
器

《
そ
の
他
の
相
談
事
例
》

・
身
に
着
け
て
い
た
母
の
形
見
の
指
輪
を
業

者
か
ら
強
引
に
売
却
す
る
よ
う
に
要
求
さ

れ
怖
い
思
い
を
し
た
。

・
１
人
暮
ら
し
の
認
知
症
の
母
親
が
、
記
念

硬
貨
を
安
値
で
買
い
取
ら
れ
て
い
た
。

Ｑ
：
知
ら
な
い
事
業
者
か
ら
の
電
話
勧
誘
は

断
り
ま
し
た
が
、
勧
誘
さ
れ
た
と
き
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
た
ら
良
い
で
す

か
？

Ａ
：
不
用
品
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
家
族
や

友
人
な
ど
顔
見
知
り
の
方
に
必
要
の
有
無

を
尋
ね
て
み
た
り
、
近
隣
の
買
い
取
り
を

し
て
い
る
店
舗
に
持
ち
込
ん
で
み
た
り
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
　
万
が
一
、
自
宅
に
招
き
入
れ
る
際
は
、

一
人
で
応
対
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
次
の
売
買
に
つ
い
て
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

・
自
動
車
（
二
輪
の
も
の
を
除
く
）

・
家
庭
用
電
気
機
械
器
具
（
携
行
が
容
易
な

も
の
を
除
く
）　

例
：
エ
ア
コ
ン
、
電
気

カ
ー
ペ
ッ
ト
等

・
書
籍

・
有
価
証
券

・
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
等

地
域
の
高
齢
者
な
ど
を
守
る
た
め
に

　
高
齢
者
や
判
断
力
が
不
十
分
な
方
の
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、
事
業
者
と
思
わ

れ
る
車
が
長
時
間
駐
車
さ
れ
て
い
た
り
、
見

慣
れ
な
い
人
間
の
出
入
り
が
頻
繁
に
あ
っ
た

り
し
た
場
合
は
、
何
か
に
困
っ
て
い
な
い
か

声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
身
近
な
高
齢
者

が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い
る
と
気
付
い
た
場

合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
消
費
生
活
相
談
員

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国民生活センター
注意情報

髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

「
事
業
者
を
自
宅
に
招
い
て
物
を
売
る
場
合
に
注

意
し
た
い
こ
と
！
」
～
売
却
ト
ラ
ブ
ル
～
の
巻

第
144
回
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「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

 

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
証
明
書
を
大
切

に
保
管
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
対
象
で
す
（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ

れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
）。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
電
子
送
付
ま
た

は
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は

領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除

証
明
書
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
の
通
知
書
を
電
子
デ
ー
タ
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す

　
確
定
申
告
・
年
末
調
整
に
必
要
な
通
知
書

の
電
子
デ
ー
タ
を
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
け
取
っ
た
電

子
デ
ー
タ
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
確
定

申
告
を
行
う
際
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
電
子
デ
ー
タ
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
か
ら
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
へ
の
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は
「
年
金
の
日
」

で
す
！

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
年
金
記
録

や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
確

認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳　
細

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

 
https://w

w
w

.nenkin.go.jp

帯
広
年
金
事
務
所

 

☎
０
１
５
５

－

21

－

１
５
１
１

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

 

☎
28

－

３
８
５
６

◎
家
庭
で
使
用
し
た
フ
ロ
ン
類
製
品
の
処
分

に
つ
い
て

　
令
和
２
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正

フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
に
よ
り
、
フ
ロ
ン
類
製

品
（
業
務
用
冷
蔵
・
冷
凍
庫
、
業
務
用
エ
ア

コ
ン
、
業
務
用
除
湿
器
な
ど
）
を
廃
棄
す
る

場
合
は
、
フ
ロ
ン
類
を
抜
き
取
っ
た
証
明
書

類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
フ
ロ
ン
類
製
品
を
処
分
す
る
場
合
は
、
北

海
道
で
公
表
し
て
い
る
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充

　
廃
棄
方
法
に
不
安
が
あ
る
方
や
フ
ロ
ン
類

が
既
に
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
物
を
町
内
に
お

い
て
廃
棄
す
る
方
は
、
必
ず
役
場
住
民
生
活

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
湿
布
の
フ
ィ
ル
ム
に
つ
い
て

　
湿
布
の
フ
ィ
ル
ム
を
誤
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
の
ご
み
と
し
て
捨
て
て
い
ま

せ
ん
か
？
湿
布
の
フ
ィ
ル
ム
は
「
燃
や
さ
な

い
ご
み
」
に
な
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
分
別

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

填
回
収
業
者
登
録
簿
を

確
認
し
、
フ
ロ
ン
類
の

抜
き
取
り
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◎
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
等
の
処

分
方
法
に
つ
い
て

　
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
等
は
、

有
用
な
資
源
と
し
て
回
収
す
る
こ
と
が
Ｐ
Ｃ

リ
サ
イ
ク
ル
法
で
義
務
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
次
の
２
通
り
の
方
法
で
処
分
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
小
型
家
電
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
処
分

　
役
場
庁
舎
内
に
設
置
し
て
い
る
小
型
家
電

回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
無
料
回
収
し
て
い
ま
す
。

②
宅
配
便
に
よ
る
回
収

　
町
の
連
携
・
協
力
事
業
者
で
あ
る
リ
ネ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱
が
宅
配
便
に
よ

る
小
型
家
電
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
品
目
（
例
）

・
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
本
体

・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
本
体

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

・
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
一
体
型
パ
ソ
コ
ン

・
携
帯
電
話

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー

詳
細　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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家庭用パソコン
の処分方法

フロン排出抑制法
について

捨
て
方
の
分
か
ら
な
い
ご
み
に
つ
い
て

　
10
月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
、
札
幌
足
寄

会
（
所
伸
一
会
長
）
の
会
員
等
24
人
が
ふ
る

さ
と
の
町
を
少
し
で
も
活
気
付
け
よ
う
と
、

平
成
25
年
以
来
の
11
年
ぶ
り
に
足
寄
町
を
訪

れ
ま
し
た
。
札
幌
足
寄
会
は
、
平
成
10
年
に

足
寄
高
校
同
窓
会
札
幌
支
部
の
１
期
生
、
２

期
生
を
中
心
に
発
足
し
ま
し
た
。
ま
た
平
成

18
年
、
平
成
25
年
に
訪
町
し
て
お
り
、
今
回

で
３
度
目
と
な
り
ま
す
。

　
札
幌
足
寄
会
会
員
の
う
ち
バ
ス
で
来
町
し

た
一
行
は
、
渡
辺
俊
一
町
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　
午
後
６
時
か
ら
は
、
町
内
の
飲
食
店
で
交

流
会
が
開
か
れ
、
渡
辺
町
長
を
は
じ
め
足
寄

町
議
会
議
員
、
一
般
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
所
会
長
が
「
昨
年
は
、
５
年
ぶ
り

に
札
幌
足
寄
会
を
開
催
し
て
盛
り
上
が
り
、

本
年
は
ふ
る
さ
と
を
少
し
で
も
活
気
付
け
よ

う
と
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催
を
企
画
し
ま
し
た
。

総
会
で
も
、
ふ
る
さ
と
を
活
気
付
け
る
活
動

が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
機
会
を
通
し
て
何
か
に
つ
な
が
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
渡
辺
町
長
は
「
札
幌
足
寄
会
の
皆
さ
ん
に

は
、
日
頃
か
ら
足
寄
町
の
こ
と
を
応
援
し
て

い
た
だ
き
私
た
ち
も
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
い
た
頃
か
ら
比
べ
る
と
、
町
も
か

な
り
変
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

札幌足寄会の皆さんが町長室へ表敬訪問札幌足寄会の皆さんが町長室へ表敬訪問交流会であいさつする所会長交流会であいさつする所会長

懐
か
し
い
思
い
出
を
胸
に

札
幌
足
寄
会
が
ふ
る
さ
と
を
訪
れ
ま
し
た

ら
も
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
」

と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
懐
か
し
い
昔
話
な
ど
ふ
る
さ

と
談
議
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
翌
12
日
に
は
、
旧
愛
冠
駅
で
行
わ
れ
た
「
ア

イ
カ
ッ
プ
フ
ェ
ス
ト
」
を
見
学
し
た
後
、
帰

札
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
札
幌
足
寄
会
の
庄
司
憲
庸
幹
事
長
は
「
今

回
、
足
寄
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に

良
か
っ
た
。
会
員
同
士
、
足
寄
の
方
も
含
め

て
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
札
幌
足
寄
会
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
と
つ
な
が
り
、
絆
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
野
澤
賢
治
さん

は
「
街
並
み
が
変
わ
り
、
新
し
く
な
っ
て
い

た
。
街
を
歩
く
人
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
が
、

本
当
に
懐
か
し
か
っ
た
。
ふ
る
さ
と
は
落
ち

着
く
」
と
訪
町
の
感
想
を
話
し
ま
し
た
。乾杯（羽磨尚實さん写真右）の様子
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快
適
な
冬
を
過
ご
す
た
め

快
適
な
冬
を
過
ご
す
た
め

     
     

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　
今
年
も
降
雪
の
季
節
と
な
り
、
冬
期
間
の

通
勤
や
通
学
等
に
支
障
が
な
い
よ
う
生
活
道

路
の
通
行
確
保
と
安
全
な
冬
道
対
策
の
た
め

に
、
万
全
の
除
雪
体
制
で
計
画
的
に
除
雪
作

業
を
進
め
ま
す
。

　
安
全
な
除
雪
作
業
を
進
め
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
除
雪
作
業

　
道
路
の
除
雪
作
業
は
、
国
道
を
帯
広
開
発

建
設
部
、
道
道
を
帯
広
建
設
管
理
部
が
行
い
、

町
道
な
ど
の
道
路
や
公
共
施
設
等
の
駐
車
場

は
町
が
行
い
ま
す
。

除
雪
の
目
的

①
歩
行
者
や
車
両
の
安
全
な
通
行
の
確
保

②
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
流
れ
の
確
保

③
火
災
、
そ
の
他
の
緊
急
時
に
対
応
で
き
る

道
路
の
確
保

④
ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線
の
確
保

⑤
へ
き
地
患
者
輸
送
バ
ス
路
線
の
確
保

⑥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
あ
し
バ
ス
）
路
線

の
確
保

⑦
集
乳
車
路
線
の
確
保

　
こ
の
ほ
か
、
交
差
点
付
近
の
雪
山
に
よ
る

視
界
不
良
を
原
因
と
し
た
交
通
事
故
防
止
、

凍
結
路
面
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
防
止
・
転
倒
防

止
を
図
り
ま
す
。

出
動
判
断
基
準

　
降
雪
量
が
お
お
む
ね
10
㎝
に
達
し
た
と
き

に
出
動
し
ま
す
。
平
地
と
山
間
部
で
は
、
気

象
条
件
に
違
い
が
あ
る
た
め
状
況
に
合
わ
せ

て
判
断
し
ま
す
。
ま
た
降
雪
量
が
多
い
と
き

や
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
は
昼
夜
を
問
わ

ず
出
動
し
ま
す
。

除
雪
経
路

　
除
雪
車
ご
と
の
除
雪
路
線
に
つ
い
て
は
、

旭
町
、
南
区
、
北
区
、
西
町
、
下
愛
冠
、
郊

南
の
各
市
街
地
区
幹
線
を
除
雪
し
た
後
、
芽

登
方
面
、
上
利
別
・
大
誉
地
方
面
、
稲
牛
・

螺
湾
・
上
足
寄
方
面
へ
除
雪
に
向
か
い
ま
す
。

各
方
面
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
へ
き
地
患
者

輸
送
バ
ス
、
集
乳
車
等
の
路
線
を
最
初
に
確

保
し
、完
了
後
、各
町
道
の
除
雪
を
行
い
ま
す
。

玄
関
先
な
ど
の
除
雪
に
ご
協
力
を

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
に
雪
が
寄

せ
ら
れ
「
車
が
出
せ
な
い
」
と
い
う
声
が
あ

り
ま
す
。
除
雪
車
は
雪
を
か
き
分
け
る
こ
と

は
で
き
て
も
、
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
車
道
を
確
保
す
る
た
め
に

は
歩
道
上
に
雪
を
押
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
出
入
り
口
な
ど
に
残
っ
て
し
ま
っ
た

雪
に
つ
い
て
は
、
家
庭
で
除
雪
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
１
人
暮
ら
し
の

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
除
雪
作
業
で
一
番
困
る
の
が
路
上
駐
車
車

両
で
す
。
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
に
支
障
を

き
た
し
、
吹
雪
や
夜
間
な
ど
で
は
事
故
の
恐

高
齢
者
宅
等
は
、
自
治
会
や
近
所
で
助
け
合

い
除
雪
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雪
は
道
路
に
投
げ
出
さ
な
い
で

　
車
道
へ
雪
を
出
し
て
し
ま
う
と
道
路
が
凸

凹
に
な
り
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
自
宅
敷
地
内
で
処
理
で
き
な
い
雪
は

一
般
車
は
①
北
３
条
２
丁
目
、
４
ト
ン
以
上

の
大
型
車
は
②
栄
町
１
丁
目
の
雪
捨
て
場
に

捨
て
て
く
だ
さ
い
。

役場

高齢者等複合施設
むすびれっじ

←
陸
別
町

利別川雪捨て場雪捨て場
佐野川

十勝東部
森林管理署

帯広開発建設部
足寄道路事務所

←
陸
別
町

利別川

共栄町

雪捨て場

①北３条２丁目、
　東通東橋北東側

②栄町１丁目、
　利別川右岸

市街地の雪捨て場

雪
捨
て
場
の
提
供
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
除
雪
作
業
を
進
め
る
上
で
、
毎

年
、
雪
捨
て
場
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

近
く
に
雪
捨
て
場
が
な
い
た
め
に
、
積
雪
量

が
多
く
な
る
ほ
ど
、
除
雪
作
業
の
遅
れ
の
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
時
的

な
堆
積
場
な
ど
、
雪
捨
て
場
を
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　
細

　
役
場
建
設
課
車
両
室 
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れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
者
の
安
全
通

行
、
道
路
交
通
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。

通
学
路
の
除
雪
に
ご
協
力
を

　
児
童
・
生
徒
等
が
安
全
に
通
学
す
る
た
め
、

町
で
は
歩
道
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

全
て
の
通
学
路
を
完
全
に
除
雪
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
。
除
雪
車

に
は
絶
対
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　
除
雪
作
業
は
早
朝
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

騒
音
や
振
動
な
ど
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和６年度　全国学力・学習状況調査結果

詳　細　教育委員会教育支援担当　☎２５－３１８８

■令和６年度　全道・全国との比較（やや上回る　　　　おおむね同様　　　　やや下回る　　　　下回る　　　　）

国語 算数（数学）

小６

全道 全国 全道 全国

中３

全道 全国 全道 全国

小学６年生 中学３年生

国語 特になし 読むこと

算数 /数学 データの活用 図形

■課題のある内容

■生活習慣や学習環境に関する調査

小６ 北海道 全国 中３ 北海道 全国

学校に行くのは楽しいと思いますか 85.3％ 81.8％ 84.8％ 80.0％ 81.2％ 83.8％

朝食を毎日食べていますか 75.6％ 80.3％ 83.4％ 66.7％ 76.0％ 79.1％

自分には良いところがあると思いますか 82.9％ 82.4％ 84.1％ 93.3％ 83.0％ 83.3％

将来の夢や目標を持っていますか 65.9％ 59.8％ 60.6％ 46.7％ 36.5％ 36.1％

友達関係に満足していますか 92.7％ 89.5％ 91.1％ 93.3％ 89.5％ 90.1％

人が困っているときは、進んで助けていますか 39.0％ 45.2％ 46.0％ 44.4％ 36.7％ 38.3％

平日、１日当たりどれく
いの時間勉強しますか

30分以上１時間以内 41.5％ 30.0％ 27.0％ 40.0％ 20.8％ 18.4％

１時間以上２時間以内 19.5％ 35.9％ 31.1％ 20.0％ 31.7％ 32.6％

２時間以上 14.6％ 16.5％ 23.5％ 13.3％ 25.3％ 31.7％
いじめは、どんな理由があってもいけないことだ
と思いますか

97.5％ 97.3％ 96.7％ 100.0％ 95.9％ 95.7％

　本年４月18日に町内小学校６年生（40人）と中学校３年生（42人）を対象に国語、算数（数学）
に関する調査と生活習慣や学習環境等に関する質問調査が実施されましたので、結果を公表します。
　全国学力・学習状況調査は、児童生徒の学力や学習状況を調査・分析し、教育施策の成果と課題
の検証・改善、また、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるこ
とを目的に毎年実施されています。教育委員会では、この調査結果を活用し、今後も教育の改善・
充実に努めます。
　なお、調査の目的や結果は学力の特定の一部分であり、学校の教育活動の一側面であることを申
し添えます。
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地
上
５
～
10
㎝
ほ
ど
の
高
さ
で
、
ま
る
で

小
さ
な
ヤ
シ
の
木
の
よ
う
な
コ
ウ
ヤ
ノ
マ
ン

ネ
ン
グ
サ
。
コ
ケ
植
物
で
す
が
名
前
に
コ
ケ

と
付
き
ま
せ
ん
。
茎
は
地
中
を
伸
び
る
地
下

茎
と
直
立
す
る
地
上
茎
に
分
か
れ
、
上
部
は

湾
曲
し
樹
状
に
枝
を
出
し
ま
す
。
地
上
茎
の

下
部
に
は
う
ろ
こ
状
の
葉
、
上
部
に
は
卵
形

の
葉
が
付
き
ま
す
。
毎
年
地
下
茎
か
ら
芽
を

出
す
の
で
年
次
生
長
が
良
く
分
か
り
ま
す
。

　
名
の
由
来
で
あ
る
高
野
山
で
は
16
世
紀
に

霊
草
と
し
て
知
ら
れ
、
土
産
物
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
旅
人
の
安
否
を
占
う
道
具
と
さ
れ
、

乾
燥
し
た
状
態
の
コ
ウ
ヤ
ノ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ

を
水
に
浮
か
べ
、
葉
が
開
け
ば
旅
人
は
無
事
、

開
か
な
け
れ
ば
亡
く
な
っ
て
い
る
と
解
釈
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
最
近
で
は
、
ガ
ラ
ス
容
器
の
中
に
自
然
を

再
現
す
る
テ
ラ
リ
ウ
ム
で
の
利
用
に
人
気
が

あ
り
、
栽
培
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

内
全
土
か
ら
ア
ジ
ア
に
広
く
分
布
し
、
山
地

の
林
下
の
湿
っ
た
地
上
に
群
生
し
ま
す
。
町

内
で
は
雌
阿
寒
岳
や
湯
の
滝
周
辺
で
見
ら
れ

ま
す
。
寒
い
季
節
で
も
足
下
に
広
が
る
緑
の

世
界
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳　
細　
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

 

（
山
内
康
平
・
榎
木
勉
）
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コウヤノマンネングサコウヤノマンネングサ
（高野之万年草）（高野之万年草）

54
Vol.

 
―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

一
日
防
災
学
校

　
10
月
９
日
に
「
一
日
防
災
学
校
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

午
前
中
、
役
場
総
務
課
中
川
氏
に
よ
る
防
災

講
話
や
ネ
イ
パ
ル
足
寄
の
斉
藤
・
田
中
両
氏

に
よ
る
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
災
害

か
ら
自
分
の
命
を
守
り
、
身
近
な
人
を
助
け

る
自
助
・
共
助
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ん

だ
後
、
避
難
訓
練
を
通
し
て
そ
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
午
後
は
、
各
学
年
ご
と
、
１
年

生
は
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
「
Ｄ
ｏ
ハ
グ
」
を

体
験
し
、
２
年
生
は
「
自
然
環
境
保
護
」
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
、
３
年
生
は
テ
ン

ト
設
営
や
ロ
ー
プ
の
結
び
方
な
ど
「
ア
ウ
ト

ド
ア
と
防
災
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林
実
習

　
10
月
２
日
に
１
年
生
の
生
物
基
礎
の
授
業

で
、
足
寄
町
に
広
大
な
敷
地
を
有
す
る
九
州

大
学
演
習
林
に
て
野
外
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
野
外
実
習
で
は
、
林
業
の
樹
木
の
間

伐
（
森
林
の
成
長
に
応
じ
て
木
の
数
を
少
な

く
し
て
、
森
林
の
密
度
を
調
節
す
る
作
業
）

と
枝
打
ち
（
上
質
な
樹
木
を
育
て
る
た
め
、

余
分
な
下
枝
を
切
り
落
と
す
作
業
）
の
二
つ

の
作
業
を
実
地
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
を
通
し
て
、
足
寄
の
林
業
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
自
然
林
を
歩
き
、
観
察

に
よ
り
、
足
寄
町
の
自
然
と
森
林
資
源
の
重

要
性
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

テント設営テント設営

「
弓
道
を
習
い
始
め
ま
し
た
」

　
最
近
、
私
は
弓
道
を
習
い
始
め
ま
し

た
。
弓
道
は
と
て
も
興
味
深
い
日
本
の

武
道
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
新
し
い

挑
戦
で
も
あ
り
ま
す
。
練
習
を
し
て
い

る
道
場
に
は
、
足
寄
高
校
弓
道
部
の
生

徒
た
ち
の
「
よ
し
」
と
い
う
声
、
そ
し

て
矢
が
的
に
当
た
る
音
が
い
つ
も
響
き

渡
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
練
習
す
る
生

徒
た
ち
の
所
作
は
と
て
も
洗
練
さ
れ
て

い
て
、
彼
ら
の
表
情
か
ら
は
集
中
力
や

ひ
た
む
き
な
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
き
ま

ず
に
想
像
で
矢
を
放
つ
練
習
を
し
ま
し

た
。
誰
か
に
見
ら
れ
な
が
ら
想
像
で
矢

を
放
つ
練
習
は
、
最
初
は
少
し
恥
ず
か

し
か
っ
た
で
す
が
、
頑
張
っ
て
続
け
、

最
近
よ
う
や
く
弓
に
触
れ
る
こ
と
が
許

さ
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
大
き
な

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
弓
を
持

っ
て
練
習
し
て
み
る
と
思
っ
て
い
た
よ

う
に
動
か
せ
ず
、
弓
を
触
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
弓
道
の
難
し
さ
を
さ
ら

に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
矢
を

放
つ
動
作
は
非
常
に
繊
細
で
、
親
指
の

わ
ず
か
な
角
度
で
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
上
達
す
る
た
め
に
は
、
何
年
も
の

努
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
指
導

し
て
く
れ
る
多
治
見
先
生
や
足
寄
高
校

弓
道
部
の
生
徒
た
ち
の
た
め
に
も
練
習

を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
！

す
。
生
徒
た
ち
の
中
に
は
、

矢
が
外
れ
る
と
一
瞬
落
胆
し

た
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
見
せ
る

生
徒
も
い
れ
ば
、
外
れ
て
も

全
く
動
じ
な
い
生
徒
も
い
ま

す
。
彼
ら
の
姿
を
見
て
、
弓

道
は
一
連
の
流
れ
が
と
て
も

美
し
い
武
道
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　
最
初
の
数
週
間
は
ひ
た
す

ら
所
作
に
慣
れ
る
練
習
を
し

ま
し
た
。
１
本
の
矢
を
放
つ

動
作
に
は
８
つ
の
姿
勢
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
が
あ

り
ま
す
。
最
初
は
弓
を
持
た

ト
ー
マ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ

断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
は
二
刀
流
！

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
防
止
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て　

第
30
回効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
天
井
部
分
を
断

熱
す
る
と
、
冬
は
も
ち
ろ
ん
、
夏
の
暑
さ

も
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

　
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
新
築
住
宅
の
省

エ
ネ
基
準
は
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
に
は
約
５
千
万
戸
の
住
宅
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
、
最
新
の
省
エ
ネ
基
準

を
満
た
す
住
宅
は
わ
ず
か
10
％
程
度
で
す

の
で
、
多
く
の
住
宅
は
多
少
な
り
と
も
省

エ
ネ
の
余
地
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
窓
の
断
熱
化
に
は
「
先
進

的
窓
リ
ノ
ベ
事
業
」
な
ど
の

補
助
金
制
度
が
あ
り
、
本
年

度
も
ま
だ
募
集
中
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
も
、
熱
が
逃
げ
や

す
い
場
所
が
な
い
か
、
こ
の
機
会
に
点
検

し
て
、
対
策
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
エ
コ
住
宅
・
断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
（
環
境
省
）

詳　
細

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
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長
い
冬
が
始
ま
り
ま
し
た
。
冬
に
欠
か

せ
な
い
の
は
部
屋
の
空
気
を
温
め
て
く
れ

る
暖
房
器
具
で
す
。
温
ま
っ
た
空
気
の
熱

を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
快
適

に
過
ご
す
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

　
家
の
中
に
寒
い
空
間
が
あ
る
と
、
快
適

性
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
健
康
に

も
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
リ
ビ
ン
グ
が

暖
か
く
て
も
風
呂
場
が
寒
い
住
宅
で
は
、

移
動
し
た
と
き
の
急
激
な
寒
暖
差
に
よ
っ

て
血
圧
が
急
上
昇
す
る
“
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
”
が
起
こ
り
、
死
に
至
る
こ
と
が
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
冬
季
の
入
浴
は
注

意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

住
宅
の
断
熱
は
重
要
で
す
。
住
宅
の
中
で

熱
が
逃
げ
や
す
い
の
は
出
入
り
口
や
窓
な

ど
の
開
口
部
で
60
～
70
％
を
占
め
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
年
数
の
た
っ
た

住
宅
は
、
内
窓
を
設
置
し
た
り
複
層
ガ
ラ

ス
に
交
換
す
る
な
ど
し
て
断
熱
性
能
を
高

め
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
も
床
ま
で
届
く

よ
う
に
す
る
と
冷
気
が
入
り
に
く
く
な
る

弓を持って道場の前に立つトーマス弓を持って道場の前に立つトーマスささんん

先進的窓リノベ事業
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10
月
５
日
に
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
×
セ
イ
コ
ー
マ

ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
足
寄
町
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
運
動
経
験
の
あ
ま
り
な
い
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
（
野

球
＆
サ
ッ
カ
ー
）
を
総
合
体
育
館
で
行
い
、
17

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
野
球
教
室
で
は
、
北
海

●
11
月
に
読
み
た
い
本

　
『
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
図
書
係
』

　
　
　
ア
ン
ト
ニ
オ
・
Ｇ
・
イ
ト
ゥ
ル
ベ
著

　
終
戦
前
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容

所
に
あ
っ
た
名
ば
か
り
学
校
に
は
、
本
が
８

冊
し
か
な
い
秘
密
の
図
書
館
が
あ
っ
た
。
図

書
係
に
任
命
さ
れ
た
14
歳
の
チ
ェ
コ
人
の
少

女
。
そ
の
仕
事
は
、
ナ
チ
ス
に
見
つ
か
ら
な

い
よ
う
本
を
日
々
隠
し
持
つ
と
い
う
危
険
な

も
の
だ
っ
た
。
本
を
愛
す
る
少
女
の
生
き
る

強
さ
、
彼
女
を
め
ぐ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
人
々
の

生
き
ざ
ま
な
ど
を
描
い
た
作
品
。
事
実
に
基

づ
く
物
語
。
自
由
と
平

和
、
希
望
を
も
た
ら
す

文
化
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
今
月
の
展
示

「
厚
い
本
」

「
勤
労
感
謝
の
日
」

「
和
を
い
つ
く
し
む
」

「
絵
本
で
ほ
っ
」

●
一
般
書

「
日
比
野
豆
腐
店
」 

小
野
寺　
史
宜

「
そ
の
時
鐘
は
鳴
り
響
く
」

 

宇
佐
美　
ま
こ
と

「
夜
刑
事
」 

大
沢　
在
昌

「
恋
と
か
愛
と
か
や
さ
し
さ
な
ら
」

 

一
穂　
ミ
チ

「
北
の
酒
造
よ
よ
み
が
え
れ
！
」　

 

垂
見　
和
磨

「
ほ
ぼ
１
０
０
円
野
菜
で
整
う
ス
ー
プ
」

 
あ
す
け
ん
・
道
江
美
貴
子

●
児
童
書

「
ふ
み
き
り
ペ
ン
ギ
ン
」  
お
く
は
ら　
ゆ
め

「
呼
人
は
旅
を
す
る
」 

長
谷
川　
ま
り
る

「
北
海
道
と
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
」

 

桑
原　
真
人

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
ピ
ザ
を
や
く
」

 

工
藤　
ノ
リ
コ

「
い
つ
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」  

 

鈴
木　
ま
も
る

今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

　
詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
や

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
×
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ラ
バ
ン

道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ

ー
の
牧
谷
宇
佐
美

コ
ー
チ
、
大
塚
豊

コ
ー
チ
に
「
投
げ

る
」「
打
つ
」
と

い
っ
た
野
球
の
基

本
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
教
室
で
は
、
北
海
道
コ

ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
Ｏ
Ｂ
の
横
野
純
貴
コ
ー
チ
、

榊
翔
太
コ
ー
チ
と
一
緒
に
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
部
活
動
な
ど
で
野
球
や
サ
ッ

カ
ー
に
取
り
組
む
小
中
学
生
を
対
象
に
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
野
球
教
室
に
は
21
人

が
参
加
し
、
コ
ー
チ
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

教
室
の
最
後
に
は
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
マ
ス
コ

ッ
ト
で
あ
る
Ｂ
・
Ｂ
が
豪
快
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

を
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
歓
声
が
沸
き
ま

し
た
。
サ
ッ
カ
ー
教
室
に
は
29
人
が
参
加
し
、

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
足
寄
東
店
に
は
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
Ｏ
Ｂ
の
谷
口
雄
也
さん
と
Ｂ
・
Ｂ
、

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
の
工
藤
心
優
さん
、
志
堅

原
花
音
さん
が
訪
問
し
、
約
50
人
の
フ
ァ
ン
が
集

ま
り
写
真
撮
影
会
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
最
後
に
は
、
谷
口
雄
也
さん
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
＆
抽
選
会
・
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ

ー
で
は
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
の
２
人
が
「
き

つ
ね
ダ
ン
ス
」
や
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
な
ど
を
披
露

し
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
谷
口
さん
の
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
の
裏
話
な
ど
で
参
加
者
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

抽
選
会
で
は
、

フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
選
手
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
や
サ
イ
ン

な
ど
が
当
た

っ
た
人
が
、

喜
び
の
笑
顔

を
見
せ
ま
し

た
。

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

　名古屋大学や北見工業大学の先生や学生等に
よる科学実験を館内で行います。また、足寄動
物化石博物館による化石・鉱物掘り体験もでき
ます！ぜひ、遊びに来てください。

開催日　11月30日㈯
実験コーナー　午後１時～６時
参加方法　自由（入館料のみ）
入館料　大人：３００円（午後１時～５時）
 ５００円（午後５時～９時30分）
　　　　小人：２００円（午後１時～５時）
 ３００円（午後５時～９時30分）

詳細　銀河の森天文台　
　　　☎２７－８１００

お
知
ら
せ

国
内
で
の
化
学
物
質
規
制
が
大
き
く
見
直
し

と
な
り
ま
し
た

　
国
内
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
化
学
物
質
の

中
に
は
、
危
険
性
や
有
害
性
を
持
つ
物
質
が

多
く
あ
る
た
め
、
労
働
者
が
安
全
に
働
け
る

よ
う
に
化
学
物
質
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　
労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令
の
改
正
に
よ

り
、
本
年
４
月
か
ら
職
場
で
の
化
学
物
質
規

制
が
大
き
く
見
直
し
と
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細　
事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管
理
無

料
相
談
窓
口

☎
０
５
０

－

５
５
７
７

－

４
８
６
２

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

　
法
務
局
で
は
、
女
性
の
人
権
に
つ
い
て
の

専
用
相
談
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
女
性
に
対
す
る

夫
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
の
人
権
に
関
す
る

悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
11
月
13

日
か
ら
19
日
ま
で
は
「
全
国
一
斉
『
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化
週
間
」
で
す
。

期
間
中
は
、
平
日
の
受
付
時
間
を
延
長
し
て
、

土
日
も
対
応
し
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

受
付
時
間　
平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
年
末
年
始
を
除
く
）

強
化
週
間
中
の
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時
ま
で
（
土
日
祝
日
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
ま
で
）

詳
細　
釧
路
地
方
法
務
局

☎
０
１
５
４

－
31

－
５
０
１
４

ア
イ
ヌ
の
方
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す

　
全
国
の
ア
イ
ヌ
の
方
の
た
め
の
電
話
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
お
困
り
の

事
、
嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
専
用
電
話　
ア
イ
ヌ
の
方
の
た
め
の
専

用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

－

７
７
１

－

２
０
８

受
付
時
間　
平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
年
末
年
始
を
除
く
）

詳
細　
（
公
財
）
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー

☎
03

－

５
７
７
７

－

１
８
０
２

「樹木展」＆
「７・15忘れないプロジェクト＠ほんべつ展」

　本別町歴史民俗資料館では、自然と地域の関わ
りを紹介する企画展「樹木展～漫画と標本から学
ぶ～」と「７・15忘れないプロジェクト＠ほんべ
つ展」を同時開催しています。ぜひご来館ください。

期間　令和７年２月28日㈮まで
時間　午前９時～午後４時（火～土曜日）
場所　本別町歴史民俗資料館（本別町北２丁目）
休館日　日・月曜日、祝日、年末年始（12/28～１/６）
入館料　無料

詳細　本別町歴史民俗資料館　
　　　☎２２―２１４１

銀河の森天文台からのお知らせ
「驚き！おもしろ科学実験２０２４」

労働安全衛生
総合研究所

から町別陸 から町別本
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新津　心
も か

蘭ち
  ゃ
   ん

� （令和５年１月12日生まれ）

　ねえねのまねをしていつも笑
顔のもか♡その笑顔に家族は癒
されてるよ♡
　ねえねと仲良くして笑顔のか
わいいもかのままでこれからも
元気に育ってねぇ♡

秀樹・恵さ
んの子

髙田　髙田　佳佳
よ し みよ し み

臣臣ち
  ゃ
   ん

� （令和４年11月13日生まれ）

　くるくる癖っ毛がチャームポ
イント♪車とふわふわなものが
大好きで、音楽に合わせてノリ
ノリに踊るところがほほ笑まし
い。思いやりをもって、強く優
しく元気に大きくなってね
� 真吾・七加さ

んの子

今月の表紙

　10月19日㈯に行われた「螺湾小学校・螺湾
保育所合同学芸会」でのスナップです。

ひとのうごき

10月末の住民基本台帳

人　口　　５，９７０ 人　（－３)
　男　　　２，９５７ 人　（＋１)
　女　　　３，０１３ 人　（－４)
世　帯　　３，２０３世帯（±０)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さ
んを毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ち
しています！過去に掲載したお子さんも、掲載
後１年経過していれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページ投稿
フォームからお申し込みください！お問い合わ
せは役場総務課広報広聴担当まで。
☎２８―３８５０

うちの人気者
投稿フォーム

☆各小学校の学習発表会を取材させ
ていただきました。私は足寄小学
校と螺湾小学校の取材をさせてい
ただいたのですが、どちらの学校
も子どもたちの一生懸命に頑張る
姿が印象的でした。演劇や楽器の
演奏、合唱などで観客から子ども
たちに大きな拍手が送られていま
した。

☆11月になって寒さも厳しくなって
きました。寒暖差や乾燥によって
体調を崩さないように体調管理に
注意を払って生活しましょう。

掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで


